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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
に
お
け
る
教
育
実
践

― 

南
東
部
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
事
例
に 

―
友　
　

永　
　

雄　
　

吾

は
じ
め
に

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
は
子
ど
も
達
へ
の
教
育
を
自
分
た
ち
で
決
定
づ
け
る
た
め
の
運
動
を
は
じ
め
、
そ
の
結
果
、
二

方
向
（tw

o w
ay

）
教
育
と
い
わ
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
た
。
そ
れ
は
、
英
語
を
効
果
的
に
習
得
す
る
の
と
同
時
に
、
彼
ら
の
言
語
や
文
化
を
合
法
的
に
学
べ

る
教
育
で
あ
る
。
こ
の
教
育
は
主
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
、
中
部
そ
し
て
西
部
に
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
伝
統
志
向
型
の
生
活
が
可
能
な
人
び
と

（
1
）

本
稿
で
は
、
ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
先
住
民
教
育
政
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
い
で
、
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
南
東
部
に
お
け
る
二
つ
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
筆
者
が
聴
講
生
と
し
て
参
加
し
、
そ
こ
で
お
こ
な
っ
た
学
生
や
職
員
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
も
と

づ
き
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
果
た
す
社
会
的
な
役
割
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
こ
で
立
ち
現
わ
れ
る
の
は
、
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論

が
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
関
係
の
み
に
注
目
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
つ
の
異
な
っ
た
役
割

を
果
た
し
得
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
そ
の
役
割
と
は
、
ひ
と
つ
に
、
既
存
の
議
論
に
そ
っ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
術
を
学
ぶ

場
を
提
供
す
る
役
割
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
多
様
な
歴
史
や
文
化
を
持
つ
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
価
値
観
を
相
互
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る

役
割
で
あ
る
。 論

文
要
旨
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に
対
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
一
方
で
、都
市
や
そ
の
近
郊
に
く
ら
す
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
も
彼
ら
の
教
育
方
法
を
一
九
七
〇
年
代
初
め
か
ら
模
索
し
て
き
た
。
な
か
で
も

「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」（K

oorie U
n

it

）
と
よ
ば
れ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
り
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
お
も
な
目
標
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る
人
た
ち
が
、
教
育
と
職
業
の
機
会
を
う
み
だ
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
に
参
画
し
、
そ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
に
た
い
し
て
教
育
や
雇
用
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
に
は
大
陸
を
中
心
に
生
活
を
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
大
陸
と
ト
レ
ス
海
峡
を
中
心
に
生
活
を
す
る
ト
レ
ス
海
峡
諸

島
民
が
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
集
団
そ
れ
ぞ
れ
を
特
定
す
る
際
に
は
そ
れ
ら
の
用
語
を
使
い
、
二
集
団
を
含
め
る
と
き
は
先
住
民
を
用
い
る
。

本
稿
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
北
中
部
の
マ
レ
ー
河
と
こ
れ
に
合
流
す
る
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
の
流
域
で
生
活
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
の
ひ
と
つ
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が

中
心
と
な
り
展
開
し
て
き
た
二
つ
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目
す
る
。
ひ
と
つ
は
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
に
お
け
る
「
ク
ー
リ
ィ
・

ユ
ニ
ッ
ト
」
で
、
そ
れ
は
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
約
一
六
〇
キ
ロ
北
上
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
ア
ン
グ
ロ
・
ケ
ル
ト
系
に
加
え
、
ア
フ
リ
カ
系
、
ア
ジ
ア
系
の
移
民
が
混
住

す
る
多
文
化
な
地
方
町
シ
ャ
パ
ト
ン
に
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、シ
ャ
パ
ト
ン
か
ら
約
七
〇
キ
ロ
北
上
し
た
地
方
町
バ
ル
マ
に
あ
る「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ン
グ
ロ
・
ケ
ル
ト
系
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
人
口
が
多
い
な
か
に
あ
っ
て
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
混
住
す
る
「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
と
よ
ば

れ
る
地
域
に
あ
り
、
そ
こ
は
今
も
な
お
白
人
と
先
住
民
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
先
住
民
教
育
政
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
い
で
、
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
筆
者
が
聴
講
生
と
し
て
参
加
し

た
二
つ
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
こ
な
っ
た
学
生
や
職
員
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
ら
が
果
た
す
社
会
的
な
役
割
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

そ
こ
で
立
ち
現
わ
れ
る
の
は
、
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
関
係
の
み
に
注
目

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
つ
の
異
な
っ
た
役
割
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
そ
の
役
割
と
は
、
ひ
と
つ
に
、
既

存
の
議
論
に
そ
っ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
術
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
役
割
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
多
様
な
歴
史
や

文
化
を
持
つ
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
価
値
観
を
相
互
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
役
割
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
直
面
す
る
現
代
的
課
題
に
つ
い
て
国
勢
調
査
の
資
料
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
得
た
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
教

育
と
雇
用
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
2
）

（
3
）
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調
査
地

調
査
地
は
、
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
と
包
括
的
に
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
州
の
州
都
メ
ル
ボ
ル
ン
よ
り
約
二
五
〇
キ
ロ
北
に
位
置
す
る
地
方
町
バ
ル
マ
を
は
じ
め
、
植

民
地
期
に
リ
ザ
ー
ブ
と
し
て
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
政
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
現
在
の
ク

メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
バ
ル
マ
森
林
内
を
流
れ
る
マ
レ
ー
河
と
こ
れ
に

合
流
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
ー
河
、
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
流
域
の
地
方
町
が
含
ま
れ
る
。

ユ
ー
カ
リ
の
一
種
レ
ッ
ド
・
ガ
ム
の
大
木
が
繁
茂
す
る
約
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
バ
ル
マ
森
林
は

六
〇
〇
種
を
越
す
固
有
の
動
植
物
を
有
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
定
め
る
重
要
湿
地
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
重
要
な
文
化
遺
産
も
多
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
バ
ル
マ
森
林
の

周
辺
に
は
肥
沃
な
土
地
が
広
が
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
な
か
で
も
第
一
次
産
業
が
さ
か
ん
で
あ
る
。

こ
れ
ら
第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
人
び
と
の
多
く
は
、
一
八
四
〇
年
初
頭
か
ら
こ
の
地
に
入
植
し
た

ア
ン
グ
ロ
・
ケ
ル
ト
系
を
中
心
と
す
る
定
住
者
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
地
域
で
は
、
大
陸
南

東
部
に
共
通
す
る
優
勢
な
白
人
人
口
の
な
か
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
混
住
す
る
と
い
う
状
況
が
、
今
日
ま

で
存
続
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
社
会
は
「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
、
ア
ボ
リ
ジ

ナ
ル
人
口
が
多
い
「
辺
境
」
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
人
口
が
優
勢
な
地
域
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
白

人
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
対
立
関
係
が
顕
著
に
表
れ
る
地
域
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
4
）

地図 1　マレー・ゴールバーン地域とヨルタ・ヨルタの歴史上重要な場所

［出典：筆者作成］
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研
究
対
象

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
人
口
は
約
四
二
万
人
、
全
人
口
の
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
そ
の
う
ち
地
方
町
と
そ
の
近
郊
さ
ら
に
大
都
市
で
暮
ら
す
割
合
は
、
先
住

民
人
口
の
約
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
調
査
対
象
地
を
含
む
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
人
口
は
三
万
人
で
、
対
州
総
人
口
の
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
な
い
も
の
の
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が
居
住
す
る
地
方
町
で
は
、
そ
の
割
合
は
エ
チ
ュ
ー
カ
が
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
シ
ェ
パ
ト
ン
が
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
バ
ル
マ
で
は

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
す
る
。
そ
の
総
人
口
は
、ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
研
究
者
に
よ
る
と
マ
レ
ー
河
と
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
流
域
を
含
め
六
〇
〇
〇
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
全
て
が
必
ず
し
も
積
極
的
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
が
お
こ
し
た
「
先
住
権
原
」
確
認
訴
訟

で
は
約
四
五
〇
〇
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
と
名
乗
り
を
あ
げ
る
が
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
出
自
を
有
し
原
告
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
一
六
家
族

集
団
の
二
七
八
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
代
表
組
織
で
あ
る
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
加
入
者
も
二
〇
〇
九

年
の
時
点
で
三
〇
八
人
に
す
ぎ
な
い
。
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
土
地
を
め
ぐ
る
正
義
の
回
復
運
動
は
こ
の
意
味
で
少
数
派
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
先
住
権
原
法
」
が
土
地
の
正

統
か
つ
継
続
的
な
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
び
と
は
い
わ
ば
先
住
権
原
法
か
ら
は
除
外
さ
れ
、
彼
ら
は
法
的
に
も
、
出
自
の
う
え

で
も
「
は
ざ
ま
」
に
お
か
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
一
六
家
族
集
団
と
血
縁
関
係
を
有
す
る
人
び
と
を
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
家
族
集
団
の
ひ
と
つ
に
出
自
を
も
つ
何
人
か

は
「
バ
ン
ガ
ロ
ン
」
と
し
て
自
ら
を
呼
称
し
、
そ
の
他
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
は
政
治
的
な
運
動
の
目
的
を
異
に
す
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
調
査
対
象
で
あ
る
先
住

民
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
を
特
定
す
る
場
合
に
は
彼
ら
が
用
い
る
呼
称
、
す
な
わ
ち
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
バ
ン
ガ
ロ
ン
を
用
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
現
状

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
〇
六
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
先
住
民
の
人
口
は
約
四
二
万
人
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
人
口
の
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

ま
た
、
非
先
住
民
と
の
通
婚
率
は
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
て
お
り
、
二
五
歳
以
下
の
人
口
は
先
住
民
総
人
口
の
う
ち
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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二
〇
〇
二
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
八
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
先
住
民
の
失
業
率
は
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
人
口
の
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
二
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
す
る
。
こ
の
う
ち
常
勤
で
働
く
人
び
と
は
四
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
週
三
五
時
間
以
下
の
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
で
働
く
人
び
と
は
三
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
二
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
住
民
が
お
か
れ

て
い
る
雇
用
状
況
が
厳
し
い
も
の
で
、
と
り
わ
け
そ
の
多
く
が
非
正
規
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
遠
隔
地
の
先
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
連
邦
政
府
に
よ
り
展
開
さ
れ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（C

om
m

u
n

ity D
evelopm

en
t an

d E
m

ploym
en

t 

P
roject

）」
に
も
と
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
別
名
「
生
活
保
護
の
た
め
の
労
働
（W

orkin
g for D

olls

）」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
簡
易
的
な
労
働
を
意
味
し
、
週
一
〇
時
間
で
一
九
〇
ド
ル
の
稼
ぎ
と
な
る
。

二
〇
〇
二
年
に
は
全
国
に
二
五
〇
の
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
二
〇
〇
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
働
く
先
住
民
は
、
彼
ら
の
総
労
働
人
口
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
以
降
、
都
市
部
と
そ
の
近
郊
の
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
い
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
廃
止
さ
れ
、
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

就
学
率
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
け
ば
先
住
民
の
九
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
初
等
・
中
等
教
育
を
終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
平
均
九
九
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
お
よ
そ
二
ポ
イ
ン
ト
低
い
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
、
高
等
学
校
や
専
門
学
校
以
上
の
進
学
率
を
見
る
と
そ
の
数
字
は
減
少
す
る
。
高
等
学
校
の
進
学
率
は
全

国
の
七
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
三
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。
こ
の
格
差
は
専
門
学
校
や
大
学
の
進
学
率
を
見
る
と
更
に
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
一

年
の
国
勢
調
査
で
は
、
先
住
民
の
若
者
は
、
そ
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
専
門
学
校
や
大
学
に
進
学
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
全
国
の
平
均
で
は
、
そ
れ
は
三
六
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
学
校
を
終
了
し
た
先
住
民
学
生
は
大
学
が
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
専
門
学
校
が
二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対
し
全
国
平
均

は
一
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

連
邦
政
府
の
先
住
民
教
育
政
策

一
九
七
〇
年
代
か
ら
連
邦
政
府
は
先
住
民
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
た
め
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
諮
問
委
員
会
」（A

borigin
al S

teerin
g com

m
ittee

）
を
設
置

す
る
。
そ
れ
は
一
九
六
七
年
に
開
催
さ
れ
た
国
民
投
票
で
、
圧
倒
的
多
数
を
も
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
を
国
勢
調
査
の
対
象
に
含
め
、
さ
ら
に
連
邦
結
成
以
前
の

（
8
）
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植
民
地
政
府
か
ら
受
け
継
が
れ
た
各
州
の
先
住
民
政
策
に
関
す
る
立
法
権
の
行
使
が
、
連
邦
政
府
に
移
譲
さ
れ
る
憲
法
改
正
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
先
住
民
教
育
に
関
す
る
最
初
の
助
言
機
関
と
し
て
連
邦
政
府
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
」（A

borigin
al E

du
cation

 

C
on

su
ltative G

rou
p

）
で
あ
る
。
こ
の
助
言
グ
ル
ー
プ
は
一
九
七
四
年
に
設
置
さ
れ
、
教
育
に
関
す
る
多
く
の
報
告
書
や
勧
告
を
出
し
て
い
る
。
翌
年
、
こ
の
委
員
会

は
各
州
に
個
別
の
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
を
勧
告
し
、
そ
の
結
果
一
九
七
六
年
か
ら
各
州
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
が
段
階
的
に
設
置
さ
れ
て

い
っ
た
。
こ
の
助
言
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
、先
住
民
は
積
極
的
に
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
に
参
画
し
、そ
の
た
め
の
財
政
支
援
を
こ
の
助
言
グ
ル
ー
プ
が
担
っ
て
い
っ
た
。

一
九
七
七
年
に
な
る
と
、
助
言
グ
ル
ー
プ
は
「
国
家
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
委
員
会
」（N

ation
al A

borigin
al E

du
cation

 C
om

m
ittee

）
に
そ
の
名
称
を
変
更
し
、
各

州
に
加
え
北
部
準
州
に
も
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
た
め
の
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
会
議
は
先
住
民
が
運
営
す
る
委
員
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
先

住
民
の
代
表
が
直
接
に
助
言
グ
ル
ー
プ
の
会
員
規
則
や
代
表
者
の
選
出
方
法
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
連
邦
政
府
の
教
育
省
は
「
先
住
民
教

育
に
関
す
る
教
育
長
」
を
任
命
し
、
州
や
準
州
に
お
い
て
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
特
別
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
」（A

borigin
al E

du
cation

 U
n

its

）
を
設
定
し
た
。

「
先
住
民
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
」と「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
特
別
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
」は
、一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
全
国
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
お
よ
び
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
い
て
教
育
と
職
業
訓
練
に
関
す
る
相
談
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て「
先
住
民
教
育
助
言
グ
ル
ー
プ
」は
、国
家
レ
ベ
ル
で
連
邦
、州
、

準
州
の
各
政
府
に
教
育
問
題
に
関
す
る
助
言
が
で
き
る
独
立
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、先
住
民
の
自
己
決
定
と
自
己
管
理
の
象
徴
的
な
機
関
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、北
部
準
州
に
お
け
る
二
方
向（tw

o w
ays

）教
育
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト（K

oorie U
n

ite

）な
ど
、先
住
民
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
設
置
さ
れ
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
加
え
、
連
邦
政
府
は
先
住
民
学
生
が
経
済
的
な
心
配
な
く
学
業
に
専
念
す
る
た
め
の
助
成
金
や
奨
学
金
を
設
立
し
た
。
な
か
で

も
エ
ー
・
ビ
ー
ス
タ
デ
ィ
（A

B
S

T
U

D
Y

）
は
大
学
生
に
対
し
て
払
わ
れ
る
給
付
奨
学
金
で
、
大
学
生
活
で
学
生
が
必
要
と
す
る
学
費
や
生
活
費
を
カ
バ
ー
し
た
。

先
住
民
に
対
す
る
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
公
立
学
校
で
も
、
そ
れ
ま
で
教
育
の
場
で
排
除
さ
れ
続
け
て
き
た
先
住
民
の
言
語
や
文

化
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
立
学
校
で
は
、
先
住
民
の
歴
史
と
文
化
の
学
習
を
目
的
と
し
た
先
住
民

学
習
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
学
校
教
育
へ
の
先
住
民
文
化
が
包
摂
さ
れ
る
動
き
は
現
在
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学

校
教
育
制
度
は
州
ご
と
に
異
な
り
、
具
体
的
な
教
育
方
針
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
校
長
の
裁
量
に
大
き
く
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
住
民
の
学
校
教
育
の
実

態
は
、学
校
ご
と
に
異
な
る
と
い
え
る
。
つ
ぎ
に
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
教
育
省
が
定
め
た
政
策
の
経
緯
か
ら
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

（
9
）（

10
）

（
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）
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
現
状

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
人
口
は
三
万
人
で
、
こ
れ
は
対
州
総
人
口
の
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
一
五
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
人
口
は
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
一
八
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
失
業
率
は
一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対

し
州
総
人
口
の
そ
れ
は
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
労
働
者
の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
常
勤
で
、三
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
職
員
で
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
従
事
す
る
人
び
と
は
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
職
員
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
当
初
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
対
象
は
、
北
部
や
中
部
で
伝
統
志
向
型
の
生
活
を
可
能
と
す
る
「
辺
境
」
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
こ
の
対
象
範
囲
が
「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
そ
の
適
用
範
囲
が
再
び
従
来
の
「
辺
境
」
の
ア

ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
に
戻
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
で
き
な
い
理
由
で
あ
る
。

教
育
に
関
し
て
は
、
高
校
最
終
学
年
を
終
え
た
の
は
州
総
人
口
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
そ
れ
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
大
学
と
専
門
学

校
に
進
学
し
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
割
合
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
は
州
総
人
口
で
は
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
一
五
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
先
住
民
教
育
政
策

一
九
七
六
年
に
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
相
談
グ
ル
ー
プ
」（V

ictoria A
borigin

al E
du

cation
al C

on
su

ltative G
rou

p

）
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ

の
機
関
は
連
邦
政
府
と
州
政
府
に
対
し
て
積
極
的
に
先
住
民
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
を
要
請
し
て
い
っ
た
。相
談
グ
ル
ー
プ
の
主
な
目
的
は
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
参
画
し
、そ
の
最
終
決
定
を
お
こ
な
え
る
よ
う
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、他
の
州
に
設
置
さ
れ
た
助
言
グ
ル
ー

プ
が
担
う
役
割
と
変
わ
り
な
い
。
一
九
八
六
年
に
な
る
と
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
連
盟
法
人
」（V

ictorian
 A

borigin
al E

du
cation

 A
ssociation

 

In
c

、
以
下
、
教
育
連
盟
法
人
）
が
相
談
グ
ル
ー
プ
に
代
わ
り
、
そ
の
職
務
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
な
目
的
は
、
生
涯
学
習
を
念
頭
に
お
き
全
体
論
的
な
視
点
に

も
と
づ
い
て
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
連
盟
法
人
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
を
八
地
域
に
分
割
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
初
等
・
中
等
・

（
12
）
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高
等
教
育
の
レ
ベ
ル
で
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
に
な
る
と
こ
の
法
人
は
「
ク
ー
リ
ィ
二
〇
〇
〇
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
あ
げ
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
に
参
画
し
、
最
終
の
決
定
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
教
育
連
盟
法

人
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
文
部
科
学
省
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
「
ワ
ル
カ
」（W

u
rreker

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
は
、

こ
の
法
人
の
主
導
権
の
も
と
、
多
く
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
を
大
学
や
専
門
学
校
へ
入
学
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
等
教
育
お
よ
び
職
業
訓

練
を
目
的
と
し
た
事
務
所
が
州
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
は
「
ヤ
ル
カ
」（Yalca

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
生
涯
学
習
を
支

援
す
る
た
め
の
教
育
お
よ
び
職
業
訓
練
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
州
政
府
と
の
間
で
新
し
く
結
ば
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
中
心
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生

を
お
き
、
そ
の
学
生
が
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
教
育
な
ら
び
に
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
最
終
決
定
を
お
こ
な
う
母
体
と
し
て
承
認
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
八
年
に
「
ワ
ニ
ク
」（W

an
n

ik

）
を
付
け
加
え
、
そ
こ
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
教
育
省
と
連
携
し
て
初
等
・

中
等
教
育
を
受
け
る
学
生
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
が
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、教
育
連
盟
法
人
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
連
邦
政
府
と
の
間
で
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
た
い
す
る
教
育
に
つ
い
て
交
渉
や
助
言
を
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、

と
く
に
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
学
ぶ
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
に
対
し
て
多
く
の
助
成
金
や
奨
学
金
制
度
を
設
置
し
た
。

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
バ
ン
ガ
ロ
ン
の
小
史

と
こ
ろ
で
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
領
域
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
植
民
す
る
の
は
、
一
八
四
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
狩
猟
採
集
民
で
あ
っ
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
や

が
て
自
然
か
ら
隔
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
各
派
の
宣
教
団
が
運
営
し
た
伝
道
所
集
落
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
や
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
ズ
保
護
局
な

ど
が
運
営
し
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
ズ
福
祉
局
と
警
察
な
ど
が
管
轄
し
た
リ
ザ
ー
ブ
の
い
ず
れ
か
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
自

然
か
ら
も
、
外
部
の
社
会
か
ら
も
隔
離
さ
れ
た
そ
こ
で
の
生
活
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
日
常
は
も
と
よ
り
、
土
地
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
知
識
の
継
承
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
リ
ザ
ー
ブ
の
学
校
で
は
、
主
に
、
英
語
に
よ
る
読
み
書
き
、
算
数
、
地
理
、
技
術
家
庭
科
が
教
授
さ
れ
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
を
対
象
と
し
た

学
校
の
大
半
は
寄
宿
学
校
で
あ
り
、そ
こ
に
は
子
ど
も
た
ち
を
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
社
会
で
実
践
さ
れ
て
い
る
「
野
蛮
な
」
文
化
的
慣
習
か
ら
隔
離
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。

（
13
）
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リ
ザ
ー
ブ
の
保
護
官
は
、子
ど
も
を
学
校
に
や
っ
た
親
に
は
、小
麦
や
砂
糖
な
ど
の
食
料
や
毛
布
を
報
酬
と
し
て
与
え
る
な
ど
し
て
、学
校
教
育
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
化
を
否
定
し
、
西
洋
の
文
化
的
価
値
観
の
み
を
押
し
つ
け
る
教
育
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
学
校
教
育
に
対
す
る
不
信
感
を
募

ら
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
マ
ロ
ガ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
リ
ザ
ー
ブ
で
集
住
し
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
、
一
八
六
〇
年
代
よ
り
土
地
権
回
復
の
た
め
の
運
動
を

開
始
す
る
。
こ
れ
ら
を
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
闘
争
史
と
し
て
整
理
す
る
と
、
彼
ら
の
運
動
に
は
三
つ
の
時
期
が
区
別
で
き
る
。
第
一
期
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇

年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
運
動
は
、
人
道
主
義
的
な
立
場
を
と
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
主
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
は
マ
ロ
ガ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
Ｄ
・
マ
シ
ュ
ー
で
あ
り
、
あ
る
い
は
牧
師
兼
教
師
で
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
と
結
婚
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
定
に
生
涯
を
捧
げ
た
Ｔ
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
へ
の
同
化
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
生
活
改
善
の
た
め
の
運
動
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
第
二
期

は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
運
動
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
各
派
や
人
道
主
義
的
な
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
共
同
で
運
営
し
た

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
組
織
を
中
核
に
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
と
し
て
の
平
等
の
権
利
獲
得
を
求
め
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
期
は
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
で
、
第
二
期
の
非
先
住
民
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
き
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
組
織
団
体
が
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
自
身
の
手
に

移
っ
た
時
期
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
の
時
期
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
域
住
民
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
と
制
度
を
活
用
し
て
土
地
に
か
か
わ
る
正
義
を
回
復
し
、
同
時
に
河
川
の
流
域
資
源
な
ど
環
境
を
保
全
す
る
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
れ
は
「
土
地
権
法
」
や
「
先
住
権
原
法
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
に
固
有
の
い
わ
ゆ
る
先
住
民
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
よ
り
普
遍
性
を
も
つ
森

と
河
川
流
域
の
資
源
管
理
と
い
う
テ
ー
マ
を
先
住
民
運
動
に
と
り
こ
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
獲
得
し
た
成
果
に
は
、
か
つ
て
リ
ザ
ー
ブ
で
あ
っ
た
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
の
土
地
が
九
九
年
間
リ
ー
ス
で
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が
構
成
す
る
「
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
・
ラ
ン
ド
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
現
在
は
、
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ン
ド
・
カ
ウ
ン
シ
ル
）」
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
九
八
三
年
の
「
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
法
」
の
制
定
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
地
方
町
エ
チ
ュ
ー
カ
の
病
院
で
働
い
て
い
た
故
バ
イ
ニ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
診
療
所
が
建
設
さ
れ
る
。
ま
た
、
八
〇
年
代
に
お
け

る
バ
ル
マ
森
林
の
自
然
資
源
管
理
を
め
ぐ
る
運
動
は
、
バ
ル
マ
州
立
森
林
内
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
文
化
を
紹
介
し
発
展
さ
せ
る
た
め
の
「
ダ
ル
ニ
ヤ
・
セ
ン
タ
ー
」
を

一
九
八
四
年
に
開
設
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
九
〇
年
以
降
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
冬
に
暖
を
と
る
た
め
の
薪
の

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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収
集
事
業
は
、
現
在
は
有
限
会
社 

「
ヌ
ラ
ン
ジ
ャ
」（N

u
lu

n
ja

）
に
受
け
継
が
れ
、
こ
こ
で
は
一
三
人
の
職
員
の
雇
用
を
生
み
だ
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
終
わ
り

に
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
に
と
っ
て
宗
教
的
・
文
化
的
に
重
要
な
場
所
を
柵
で
囲
い
こ
ん
だ
保
護
区
を
、
バ
ル
マ
州
立
森
林
内
に
設
置
す
る
。
こ
う
し
た
二
〇
世
紀
末
の
、

土
地
と
環
境
管
理
に
か
か
わ
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
運
動
の
成
果
は
、
河
川
の
流
域
資
源
に
も
お
よ
ぶ
。
一
九
九
九
年
に
は
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ

リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
は
、
流
域
の
資
源
管
理
を
目
的
に
近
隣
の
九
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
と
と
も
に
「
マ
レ
ー
河
と
ダ
ー
リ
ン
グ
河
下
流
域
に
お
け
る
先
住
民
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
」

を
結
成
す
る
。

こ
れ
は
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
起
こ
さ
れ
た
「
先
住
権
原
」
の
承
認
訴
訟
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
訴
訟
は
バ
ル
マ
森
林
を
含
む
申
請
地
で

の
定
住
と
、
そ
の
土
地
の
資
源
の
所
有
と
使
用
の
権
利
な
ど
の
要
求
を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
訴
訟
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
政
府
を
含

む
約
五
〇
〇
機
関
に
対
し
て
起
こ
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
五
月
「
国
家
先
住
権
原
審
判
所
」
へ
先
住
権
原
請
求
の
た
め
の
申
請
書
を
提
出
し
、
九
月
に
受
理
さ
れ
た
。
ま

ず
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
代
表
者
は
申
請
地
内
の
地
域
住
民
と
二
〇
回
の
調
停
を
持
っ
た
が
、
そ
れ
は
不
調
に
終
る
。
こ
の
た
め
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
、
連
邦
裁
判
所
に

先
住
権
原
審
議
の
場
を
移
す
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
八
年
連
邦
裁
判
所
判
事
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
口
頭
に
よ
る
証
言
よ
り
も
、
開
拓
者
と
宣
教
師
が
残
し
た
記
録
を

歴
史
的
証
拠
と
し
て
採
用
す
る
。
そ
の
結
果
、
集
団
の
「
真
正
性
」
と
「
伝
統
」
の
継
承
が
疑
わ
れ
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
申
請
地
に
お
け
る
「
伝
統
は
断
絶
し
た
」
と

い
う
決
定
が
く
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
控
訴
し
二
〇
〇
一
年
の
連
邦
裁
判
所
第
二
審
で
は
伝
統
の
喪
失
は
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
つ
づ
く

二
〇
〇
二
年
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
九
八
年
の
判
決
を
支
持
し
、
先
住
権
原
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
こ
の
法
人
は
、
二
〇
〇
四
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
の
間
で
、
土
地
と
マ
レ
ー
河
流
域
の
資
源
に
関
す
る
「
共
同
管
理
協
定
」
を
結
ん
だ
。
こ
う
し

た
運
動
は
二
〇
〇
〇
年
の
「
先
住
民
土
地
組
合
法
人
」
に
よ
る
二
カ
所
の
土
地
の
購
入
や
、
二
〇
〇
一
年
の
教
育
と
職
業
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先

住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
を
も
た
ら
し
た
。

バ
ル
マ
地
方
町
と
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

二
〇
〇
八
年
に
筆
者
が
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
マ
地
方
町
に
は
四
一
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
居
住
し
て
お
り
、
そ
れ
は
町
総
人
口
の
約
二
一

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
ま
た
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
人
口
は
六
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
多
く
は
ヨ
ル
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タ
・
ヨ
ル
タ
の
出
自
を
有
す
る
。
バ
ル
マ
地
方
町
の
年
齢
別
の
人
口
比
は
一
五
歳
以
下
が
一
三
人
（
非
先
住
民
一
四
人
）、
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
が
二
四
人
（
非
先
住

民
七
八
人
）、
六
〇
歳
以
上
が
四
人
（
非
先
住
民
五
二
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
非
先
住
民
の
六
〇
歳
以
上
の
人
口
比
が
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
の
に
対
し
、
ヨ
ル

タ
・
ヨ
ル
タ
で
は
若
年
層
の
比
率
が
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
。
こ
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
若
年
比
率
の
高
さ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
先
住
民
に
共
通
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
非
先
住
民
の
高
齢
化
は
、
非
先
住
民
の
多
く
が
退
職
し
た
人
び
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
町
に
若
者
や
家
族
を
養
え
る
産
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
に
お
け
る
年
齢
別
の
構
成
は
一
五
歳
以
下
が
一
四
人
、
一
五
歳
以
上
か
ら
五
〇
歳
以
下
は
二
六
人
、
五
〇
歳
以
上
は
二
〇
人

で
内
六
〇
歳
以
上
は
七
人
と
な
っ
て
い
て
、
五
〇
歳
以
上
の
人
口
が
全
体
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
。
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

バ
ル
マ
地
方
町
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
に
住
む
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
労
働
稼
働
人
口
（
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
）
は
六
三
人
で
あ
っ

た
が
、
両
地
域
に
は
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
で
障
が
い
者
福
祉
年
金
を
受
給
す
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
人
と
五
人
お
り
、
実
際
の
労
働
稼
働
人
口
は
五
五
人
と
な
る
。
そ
の
彼

ら
に
雇
用
の
機
会
を
提
供
す
る
の
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
当
事
者
団
体
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
両
地
域
に
は
六
つ
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
当
事
者
団
体
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
三
四
の
ポ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
、
と
く
に
常
勤
ポ
ス
ト
の

大
半
は
、
地
方
町
の
エ
チ
ュ
ー
カ
や
シ
ェ
パ
ト
ン
に
暮
ら
す
大
学
卒
業
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
資
格
を
有
す
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
か
非
先
住
民
が
就
い
て
い
る
。
バ
ル

マ
と
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
で
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
の
は
「
ダ
ル
ニ
ヤ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
二
人
と
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ

ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
一
人
、
お
よ
び
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
三
人
、「
バ
イ
ニ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
医
療
サ
ー
ビ

ス
」
の
二
人
、「
ラ
ン
ド
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
の
二
人
、
そ
し
て
「
ヌ
ラ
ン
ジ
ャ
」
の
三
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
バ
ル
マ
と
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
居
住
し
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
当
事
者
団
体
で
就
労
し
て
い
る
の
は
一
四
人
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
の
月
給
は
二
、〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
五
五
〇
ド
ル
ま
で
で
あ
っ
た
。
ま
た

そ
の
他
二
人
は
、
専
門
学
校
や
大
学
院
で
高
度
な
専
門
知
識
を
得
る
た
め
に
給
付
さ
れ
る
、
奨
学
金
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
月
約
一
、〇
〇
〇
ド
ル
か

ら
一
、二
〇
〇
ド
ル
を
支
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
大
半
の
住
民
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
引
き
継
い
だ
冬
に
暖
を
と
る
た
め
の
薪
の
収

集
事
業
を
手
が
け
る
有
限
会
社 

「
ヌ
ラ
ン
ジ
ャ
」（N

u
lu

n
ja

）
の
週
一
〇
時
間
の
労
働
で
一
九
〇
ド
ル
を
稼
ぐ
短
期
契
約
労
働
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
契
約
期
間
が
終
了
す

る
と
政
府
か
ら
の
生
活
福
祉
金
に
依
存
す
る
生
活
に
も
ど
る
。
こ
の
た
め
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
失
業
率
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
対
象
者
を

含
め
て
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。

（
17
）
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ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
連
盟
法
人
」
は
、
二
〇
〇
一
年
に
辺
境
地
域
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
と
交
渉
し
て
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
も
つ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が

自
ら
就
学
、就
労
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
最
終
決
定
を
彼
ら
に
託
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
を
中
心
と
す
る
学
生
に
た
い
し
て
①
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
入
門
」、
②
「
地
方
町
で
の
生
活
」、
③
「
先
住
民
の
物
質
文
化
の
保
護
」、
④
「
土
地
の
保
全
と
管

理
」、
⑤
「
先
住
民
の
芸
術
文
化
」
の
五
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
そ
の
う
ち
①
、
②
、
③
の
三
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
②
に
は
二
〇
代

半
ば
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
と
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
二
人
さ
ら
に
二
〇
代
半
ば
の
バ
ー
カ
ン
ジ
男
性
が
二
人
、
③
に
は
二
〇
代
半
ば
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
三

人
が
受
講
し
て
い
た
。
開
催
期
間
は
七
月
か
ら
八
月
ま
で
の
二
カ
月
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
は
毎
週
二
コ
マ
の
合
計
一
六
コ
マ
を
受
講
し
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
そ
の
三
コ
ー
ス
の
う
ち
の
「
地
方
町
で
の
生
活
」
と
「
先
住
民
の
物
質
文
化
の
保
護
」
の
ク
ラ
ス
に
聴
講
生
と
し
て
参
加
し
た
。
二
つ
の
ク
ラ
ス
は
、
朝
九
時

か
ら
開
始
さ
れ
、
一
〇
時
三
〇
分
に
は
モ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
が
三
〇
分
間
は
い
る
。
そ
の
後
一
二
時
ま
で
ク
ラ
ス
が
再
開
さ
れ
、
次
い
で
一
時
間
の
昼
休

み
を
は
さ
み
、
一
三
時
か
ら
一
六
時
ま
で
の
ク
ラ
ス
と
な
る
。
と
く
に
「
地
方
町
で
の
生
活
」
の
ク
ラ
ス
で
は
、
バ
ル
マ
森
林
の
周
辺
町
に
住
む
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
男
性
を
講
師
と
し
、
次
の
三
つ
の
流
れ
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
学
内
授
業
で
は
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
の
資
源
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を

学
ぶ
。
次
い
で
、
学
外
授
業
で
は
、
バ
ル
マ
森
林
に
出
向
き
、
そ
こ
に
繁
茂
す
る
固
有
植
物
を
確
認
し
、
そ
の
後
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
代
表
機
関
が
購
入
し
た
イ
ェ
ル
モ

ア
農
地
で
土
地
と
水
域
資
源
の
管
理
方
法
を
実
践
的
に
学
ぶ
。
そ
れ
は
敷
地
内
の
フ
ェ
ン
ス
の
修
復
や
草
刈
り
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
学
内
で
学
ん
だ
知
識
と
学

外
で
得
た
経
験
を
統
合
し
、
現
代
的
課
題
の
解
決
を
目
指
す
、
と
い
っ
た
流
れ
で
あ
る
。
次
に
、
シ
ェ
パ
ト
ン
地
方
町
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
現
状
を
概
観
し
、
そ
し
て
そ

こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校

二
〇
〇
六
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
シ
ェ
パ
ト
ン
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
ム
ル
ー
プ
ナ
地
方
町
の
ク
ー
リ
ィ
人
口
は
町
総
人
口
に
対
し
て
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

こ
で
の
失
業
率
は
非
先
住
民
総
人
口
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
は
一
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
初

等
・
中
等
教
育
の
終
了
者
は
全
人
口
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
大
学
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
者
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
れ
は
町

で
は
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
学
と
専
門
学
校
を
終
了
し
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
り
、
こ
れ
は
町
総
人
口
で
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
大
学
で
は
六
ポ
イ
ン
ト
、
専
門
学
校
で
は
三
八
ポ
イ
ン
ト
も
の
開
き
が
両
者

に
は
み
ら
れ
る
。

「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
は
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
流
域
専
門
学
校
」
と
「
ワ
ン
ガ
ラ
ッ
タ
専
門
学
校
」
を
一
九
九
六
年
に
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
の
学
生
数
は
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
、
彼
ら
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
内
に
あ
る
四
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
学
校
で
は
、
そ
の
前
身
で
あ
っ
た

「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
流
域
専
門
学
校
」
に
一
九
九
三
年
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
設
置
す
る
。
そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
目
的
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会

の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
学
び
、
雇
用
の
機
会
を
獲
得
す
る
た
め
の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
ひ
と
り
の
ク
ー
リ
ィ
・
リ
エ
ゾ
ン
職
員
と
三

人
の
ク
ー
リ
ィ
助
手
を
雇
用
し
て
お
り
、
ク
ラ
ス
は
①
「
自
動
車
整
備
士
の
免
許
取
得
コ
ー
ス
」、
②
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」、
③
「
ビ
ジ
ネ
ス
」、
④
「
ス
ポ
ー
ツ
」、
⑤

「
准
看
護
士
の
免
許
取
得
コ
ー
ス
」、
⑥
「
先
住
民
の
物
質
文
化
の
保
護
」、
⑦
「
職
場
で
の
補
助
員
育
成
」
の
七
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
②
、
⑤
、

⑥
、
⑦
の
四
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
⑥
の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
学
生
の
内
訳
は
女
性
が
五
人
で
男
性
が
二
人
で
あ
っ
た
。
女
性
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
出

自
を
有
す
る
二
〇
代
と
五
〇
代
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
二
人
、
タ
ス
マ
ニ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
自
を
有
す
る
三
〇
代
の
学
生
が
一
人
、
バ
ン
ガ
ロ
ン
の
六
〇
代

学
生
が
一
人
で
あ
っ
た
。
男
性
は
所
属
集
団
が
不
明
の
二
〇
代
の
学
生
一
人
と
バ
ン
ガ
ロ
ン
出
自
を
有
す
る
六
〇
代
学
生
が
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は「
ヤ
ン
ビ
ー

ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
と
同
じ
く
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
毎
週
二
コ
マ
開
講
さ
れ
、
合
計
一
六
コ
マ
の
受
講
で
終
了
と
な
る
。

筆
者
は
、「
先
住
民
の
物
質
文
化
の
保
護
」
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
。「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
の
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
朝
九
時
か
ら
は
じ

ま
り
、
昼
一
二
時
か
ら
一
三
時
ま
で
の
休
憩
を
は
さ
み
一
六
時
ま
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
よ
り
環
境
の
良
い
場
所
で
学
べ
る
よ
う
に
、
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専
門
学
校
内
の
み
で
な
く
近
隣
の
「
バ
ン
ガ
ロ
ン
・
キ
ー
ピ
ン
グ
・
プ
レ
ー
ス
」
を
借
り
、
そ
こ
で
週
一
日
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

「
バ
ン
ガ
ロ
ン
・
キ
ー
ピ
ン
グ
・
プ
レ
ー
ス
」
は
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
家
族
集
団
の
ひ
と
つ
「
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
家
族
集
団
」の
何
人
か
が
自
称
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ン
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
は
バ
ン
ガ
ロ
ン
と
地
方
町
シ
ェ
パ
ト
ン
が
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
化
や
歴
史
を
紹
介
し
、

そ
の
文
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
一
九
七
五
年
に
設
け
た
施
設
で
あ
る
。
こ
の
「
キ
ー
ピ
ン
グ
・
プ
レ
ー
ス
」
の
内
部
に
は
展
示
室
が
五
室
あ
り
、そ
の
う
ち
三
室
で
は
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
州
、
と
く
に
マ
レ
ー
河
流
域
を
本
来
の
領
域
と
し
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
の
か
つ
て
の
生
活
が
ジ
オ
ラ
マ
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
二
室
で
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
各
地
で
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
使
用
さ
れ
た
武
器
や
カ
ヌ
ー
を
は
じ
め
、
樹
皮
画
や
点
描
画
、
イ
グ
サ
の
網
籠
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
加
え
、
学
生
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
生
き
る
た
め
の
高
度
な
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
必
要
な
場
合
に
は
大
学
や

専
門
学
校
な
ど
の
機
関
を
紹
介
し
、さ
ら
に
雇
用
機
会
の
獲
得
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
こ
に
お
い
て
開
講
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
に
は
三
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。

そ
れ
は
彫
刻
、
版
画
そ
し
て
絵
の
基
本
的
な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
学
生
が
作
成
し
た
作
品
を
町
に
あ
る
美
術
館
で
展
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最
後
に
、

そ
の
作
品
を
美
術
館
や
ロ
ー
カ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
販
売
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。

先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
課
題

一
九
七
〇
年
代
か
ら
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
多
く
は
、
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
、
専
門
的
な
技
術
や
高
等
教
育
を
受
け
る
た

め
の
知
識
を
学
び
、
そ
の
結
果
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
仕
事
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
に
注
目
し
て
き
た
。
実
際
、

二
〇
〇
五
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
か
ら
出
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
よ
り
よ
い
教
育
と
職
業
の
機
会
を
獲
得
す
る
た
め
の
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
学
ぶ
現
役
生
と
元
学
生
、
計
一
二
八
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
そ
こ
で
は
三
つ
の
重
要
な
変
遷
期
が
学
生
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
教
育
や
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
主
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
移
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
雇

用
の
機
会
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
報
告
書
で
強
調
さ
れ
る
三
点
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
果
た
す
も
う
ひ
と
つ
の
役
割
に
注
目
す
る
。

そ
の
こ
と
は
、
筆
者
が
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
そ
こ
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

（
18
）
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筆
者
は
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
と
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
の
「
ク
ー
リ
ィ
・

ユ
ニ
ッ
ト
」
に
そ
れ
ぞ
れ
聴
講
生
と
し
て
参
加
し
、
そ
こ
で
学
ぶ
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
に
た
い
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ら
二
つ
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
果
た
す
役
割
と
そ
れ
を
活
用
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
の
考
え
を
検
討
し
た
。

「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
ク
ラ
ス
に
は
計
七
回
、「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
と
「
バ
ン
ガ
ロ
ン
・
キ
ー
ピ
ン
グ
・
プ
レ
ー

ス
」
の
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
は
計
五
回
参
加
し
た
。
前
者
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
で
は
二
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
と
ひ
と
り
の

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
そ
し
て
ひ
と
り
の
非
先
住
民
ス
タ
ッ
フ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。
一
方
、「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
三
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

学
生
と
ひ
と
り
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

聞
き
取
り
調
査
か
ら
は
、
二
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
類
似
点
と
相
違
点
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
ず
類
似
点
に
関
し
て
は
自
尊
心
の
獲
得
、
良
い
学
び
舎
と

し
て
の
環
境
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
方
法
の
開
発
、
さ
ら
に
財
源
獲
得
の
た
め
の
困
難
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
や
、
そ
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
は
非
先
住
民
へ
の
提
供
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
内
部
で
の
相
互
理
解
の
促
進
を
重
ん
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、シ
ェ

パ
ト
ン
の
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
内
部
の
多
様
性
を
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
理
解
で
き
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
て
い
る
も
の
の
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
高
等
教
育
を
受
け
雇
用
の
機
会
を
獲
得
で
き
る
よ
う
促
す
こ
と
に
そ
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
結
婚
を
通
し
て
バ
ル
マ
地
方
町
に
や
っ
て
き
た
二
六
歳
の
男
性
Ｌ
は
、
ク
ー
リ
ィ
・
リ
エ
ゾ
ン
事
務
員
と
し
て
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
」
で
働
い
て
い
る
。
彼
の
故
郷
（
カ
ン
ト
リ
ー
）
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
バ
ル
マ
地
方
町
か
ら
約
五
〇
〇
キ
ロ
北
西
に
あ
る
ウ
ィ
ル
カ
ニ
ア
地
方
町
で
、
彼
は

そ
こ
を
中
心
に
住
む
バ
ー
カ
ン
ジ
集
団
の
出
自
を
有
す
る
。
そ
こ
は
白
人
か
ら
の
差
別
が
厳
し
く
、
就
学
率
や
雇
用
率
が
低
く
、
そ
の
た
め
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に

陥
る
人
び
と
が
多
い
と
い
う
。
そ
の
彼
は
、
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
自
分
の
故
郷
へ
持
ち
か
え
り
、
少
し
で
も
状
況

改
善
に
努
め
た
い
と
い
う
。
実
際
、「
地
方
町
で
の
生
活
」
に
参
加
し
て
い
た
五
人
の
学
生
の
内
の
二
人
が
彼
の
弟
と
従
兄
弟
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
彼
ら
を
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
の
人
び
と
は
支
え
た
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
の
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
ユ
ニ
ッ

ト
は
北
部
準
州
に
住
む
先
住
民
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
奨
学
金
を
設
置
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
こ
の
奨
学
金
を
獲
得
し
た
七
人
が
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
学
ん
で

い
た
。
そ
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
先
住
民
内
部
の
多
様
性
を
学
生
が
交
流
す
る
な
か
で
学
び
、
北
部
と
南
東
部
の
先
住
民
学
生
の
相
互
理
解
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
三
〇
代
男
性
Ｌ
と
「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
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で
働
く
四
〇
代
後
半
の
女
性
Ｒ
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
み
で
な
く
、
非
先
住
民
に
も
ク
ラ
ス
を
開
講
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
の
よ
う
な

実
践
は
福
祉
分
野
に
携
わ
る
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
や
ケ
ア
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ら
に
ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
を
目
指
す
非
先
住
民
学
生
、
さ
ら
に
は
既
に
そ
れ
ら
の
職
に

つ
い
て
い
る
非
先
住
民
職
員
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
朝
九
時
か
ら
夕
方
一
六
時
ま
で
の
コ
ー
ス
で
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
法
人
」
の
ス
タ
ッ
フ
四
人
か
ら
、
歴
史
や
現
代
的
課
題
、
そ
し
て
人
種
差
別
さ
ら
に
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
接
す
る
際
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
い
た
る
ま
で
の
多
様
な
テ
ー

マ
を
学
ぶ
短
期
集
中
コ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
・
オ
ー
ベ
ン
ス
専
門
学
校
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
し
て
は
、
バ
ル
マ
地
方
町
は
未
だ
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
白
人
と
い
う
対
立
関
係
が
色
濃
く
残
る
の
に
対
し
、
シ
ェ
パ
ト
ン
は

多
民
族
な
環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
類
似
点
に
は
自
尊
心
の
獲
得
、
良
い
学
び
舎
と
し
て
の
環
境
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
方
法
の
開
発
、
運
営
資
金
獲

得
の
困
難
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
相
違
点
と
し
て
は
、
両
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
巻
く
環
境
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
白
人
の
対
立
関
係

が
顕
著
に
表
れ
る
地
域
と
多
文
化
、
多
民
族
な
状
況
が
見
ら
れ
る
地
域
に
分
か
れ
る
。
ま
た
「
ク
ー
リ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
同
士
の
相
互
理
解
を
図
っ
て

は
い
る
も
の
の
、そ
の
目
的
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
教
育
を
受
け
、そ
こ
で
仕
事
を
獲
得
で
き
る
た
め
の
援
助
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
方
で
、

「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
が
相
互
に
影
響
し
合
え
る
機
会
を
生
み
だ
す
場
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
さ
ら
に
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
非
先
住
民
の
個
々
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
で
の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
役
割
を
担
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
分
析
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
近
年
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
既
存
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
高
等
教
育
を
受
け
雇
用
の
機
会
を
獲
得
で
き
る

よ
う
促
す
た
め
の
橋
渡
し
的
な
役
割
の
み
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
学
生
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
互
い
の
多
様
性
や
類
似
性

を
学
び
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
も
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
相
互
に
影
響
し
あ
う
場
を
提
供
で
き
る
役
割
で
あ
る
。
そ
う
し
た
教
育
は
、

一
九
七
〇
年
ま
で
白
人
が
政
策
決
定
し
て
き
た
白
豪
主
義
政
策
か
ら
、
多
様
な
文
化
を
持
つ
人
び
と
を
尊
重
す
る
多
文
化
主
義
政
策
へ
と
国
政
を
転
換
す
る
な
か
、
重
要

な
実
践
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
実
践
は
、
二
〇
〇
七
年
に
自
由
党
・
国
民
党
に
よ
る
保
守
政
権
か
ら
労
働
党
へ
と
政
権
が
変
わ
っ
て
以
来
、
実
効
性
を
増
し
て
き
て
い
る
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と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
政
権
が
二
〇
〇
八
年
に
同
化
政
策
の
も
と
「
文
明
化
」
を
前
提
と
し
て
実
施
さ
れ
た
子
ど
も
の
引
き
離
し
政
策
が
生
ん
だ
「
盗
ま
れ
た
世

代
」
へ
の
公
式
謝
罪
を
し
た
際
の
公
約
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
一
〇
年
以
内
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
高
い
非
識
字
率
と
失
業
率
の
改
善
や
辺
境
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
幼
児
教
育
の
保
障
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、一
九
八
〇
年
代
か
ら
先
住
民
族
の
権
利
保
障
を
議
論
し
て
き
た
国
連
に
お
い
て
二
〇
〇
七
年
に
採

択
さ
れ
た
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
に
お
い
て
も
明
確
化
さ
れ
、
国
際
社
会
か
ら
の
後
押
し
も
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
先
住
民
の
権
利
保
障
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
多
様
な
文
化
や
歴
史
を
有
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
が
そ
の
多
様
性
に
つ
い
て
学
べ
る
場
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
前
提
で
あ
る
個
人
の
権
利
擁
護
の
み
で
な
く
先
住
民
集
団
と
し
て
の
権

利
擁
護
に
も
つ
な
が
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
先
住
民
と
非
先
住
民
と
の
関
係
を
新
た
に
方
向
づ
け
る
た
め
の
礎
と
し
て
、
こ
の
論
文
で
示
し
た
二

つ
の
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
な
役
割
を
担
う
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
、
す
な
わ
ち
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
白
人
と
い
う
対
立
関
係
が
色
濃
く
残
る
地
域
か
ら
多
文
化
・
多
民
族
な
環
境
が
浸
透
し
て
い
る
都
市
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
ひ
と
つ
の
計
画
が
ど
こ
の
地
域
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
人
口
に
お
け
る
年
齢
構
成
割
合
か

ら
若
者
の
都
市
へ
の
移
住
な
ど
の
現
代
的
な
問
題
、
ま
た
自
治
体
や
州
政
府
、
連
邦
政
府
か
ら
の
資
金
獲
得
の
多
寡
が
、
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
存
続
を
左
右
す

る
要
因
と
な
る
。
事
実
、「
ヤ
ン
ビ
ー
ナ
先
住
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
そ
の
運
営
資
金
を
政
府
か
ら
の
財
政
援
助
や
企
業
さ
ら
に
個
人
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ

て
お
り
、
こ
の
た
め
財
源
確
保
に
困
っ
て
い
る
。
ま
た
若
者
が
都
市
へ
移
住
す
る
な
ど
の
理
由
で
、
学
生
数
の
確
保
が
難
し
い
。
こ
の
た
め
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
八
年
か

ら
閉
校
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
を
鑑
み
つ
つ
、
各
地
域
の
特
異
性
や
状
況
に
も
と
づ
い
た
先
住
民
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
や
展
開
が
今
後
、

求
め
ら
れ
る
。
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リ
ィ
（K

oori

）
と
い
う
言
葉
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
多
く
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
を
総
称
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）R

ow
ley, C

.D
., O

u
tcasts in

 W
h

ite A
u

stralia

：A
borigin

al P
olicy an

d practice- V
olu

m
e II, A

u
stralian

 N
ation

al U
n

iversity P
ress. 1971, p447

 

松
山
利
夫
『
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ウ
ェ
イ
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
選
択
』
お
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年

（
19
）
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（
5
）A

u
stralian

 B
u

reau
 of S

tatistics 2006 C
en

su
s

（
6
）こ
の
法
の
正
式
名
はN

ative T
itle A

ct 1993

で
あ
る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
の
土
地
に
関
す
る
権
利
は
、連
邦
と
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
法
的
な
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
、二
つ
の
異
な
っ

た
概
念
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
先
住
権
原
法
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
（
権
）
法
で
あ
る
。
こ
の
法
に
い
う
「
権
原
」
と
は
、「
あ
る
行
為
を
正
当
化
す
る
法
律
上

の
原
因
」
を
意
味
し
、「
一
般
的
に
権
利
の
発
生
す
る
原
因
」
を
い
い
、先
住
民
の
権
原
は
「
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、文
化
の
拠
り
所
で
あ
る
土
地
」
に
対
す
る
「
財
産
権
の
基
礎
と
な
る
法
的
な
根
拠
」

を
意
味
す
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
渡
来
す
る
以
前
か
ら
そ
の
土
地
に
居
住
し
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
、つ
ま
り
先
住
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」で
あ
る（
詳

細
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
二
〇
〇
七
を
参
照
）。
そ
こ
で
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
法
に
あ
る
先
住
民
の
譲
渡
不
可
能
な
永
代
共
同
保
有
権
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し

た
先
住
権
原
法
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
「
無
主
の
土
地
」
と
し
た
法
的
虚
構
を
否
定
し
、
先
住
民
が
彼
ら
の
法
と
慣
習
に
も
と
づ
い
て
伝
統
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
特
定
の
土
地
ま
た
は
水
域
に
関

す
る
権
利
と
利
害
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

 

先
住
権
原
法
に
は
、
先
住
民
が
彼
ら
の
法
と
慣
習
に
も
と
づ
い
て
伝
統
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
特
定
の
土
地
ま
た
は
水
域
に
関
す
る
権
利
と
利
害
と
い
う
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
権
利
と
利
害
に

は
狩
猟
、
採
集
、
漁
労
の
権
利
が
入
る
。
ま
た
こ
の
法
に
も
と
づ
い
て
、（
一
）
先
住
権
原
申
請
の
受
付
、
審
査
、
決
定
に
必
要
な
調
査
な
ら
び
に
重
複
審
査
な
ど
の
調
停
を
す
る
国
家
先
住
権
原
審

判
所
（N

ation
al N

ative T
itle T

ribu
n

al

）、（
二
）
回
復
し
た
土
地
の
運
用
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
出
し
を
す
る
国
家
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
お
よ
び
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
た
め
の
基
金
（N

ation
al 

A
borigin

al T
orres S

trait Islan
der F

ou
n

dation

）、（
三
）
申
請
準
備
、
申
請
手
続
き
の
援
助
な
ら
び
に
確
定
後
の
保
証
を
受
け
る
た
め
の
援
助
を
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
お
よ
び
ト
レ
ス
海
峡

諸
島
民
の
代
表
機
関
（R

epresen
tative A

borigin
al T

orres S
trait Islan

der B
ody

）
が
あ
る
。
申
請
が
で
き
る
対
象
地
に
は
タ
イ
ト
ル
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地
ま
た
は
水
域
が
あ
る
。

 

ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

ヘ
ン
リ
「
先
住
権
と
権
原
：
先
住
民
族
の
基
本
的
権
利
に
つ
い
て
」
綾
部
恒
雄
編
『
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
の
現
在:

失
わ
れ
る
文
化
・
失
わ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』（
講

座
世
界
の
先
住
民
族
一
〇
）pp.132-145

、2007
年 
東
京
：
明
石
書
店
。

（
7
）A

tkin
son

, W
. R

. ‘Yorta Yorta O
ccu

pation
 an

d ‘th
e S

earch
 for C

om
m

on
 G

rou
n

d ’, th
e R

oyal S
ociety of V

ictoria 117

（1 

）. 2005, P.16

（
8
）S

teerin
g C

om
m

ittee for th
e R

eview
 of G

overn
m

en
t S

ervice P
rovision

. O
vercom

in
g In

digen
ou

s D
isadvan

tage: K
ey In

dicators 2005. C
om

m
on

w
ealth

 of A
u

stralia 

2005

（
9
）A

n
n

, M
. an

d S
allik, B

. R
eview

 of In
digen

ou
s E

du
cation

 C
on

su
ltative B

odies an
d In

digen
ou

s S
u

pport U
n

its, fin
al report. Facu

lty of In
digen

ou
s R

esearch
 an

d 

E
du

cation
 N

orth
ern

 T
erritory U

n
iversity. C

om
m

on
w

ealth
 of A

u
stralia 2003. 2003, pp. 15-20

（
10
）
先
住
民
（
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
）
学
習
と
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
お
よ
び
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
の
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
学
習
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
生
徒
お
よ
び
非
ア
ボ
リ
ジ
ニ
生
徒
の
双
方
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
単
独
の
科
目
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
同
時
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
的
視
点
を
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
初
等
（
日
本
の
小
・
中
一
貫
学
校
）・
中
等
（
日
本
の
高
等
学
校
）
学
校
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
学
べ
る
学
校
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
主
流
社
会
に
お
け

る
州
立
の
学
校
、
②
私
立
学
校
、
③
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
生
徒
の
み
を
対
象
と
し
た
州
立
学
校
で
あ
る
。

（
12
）
前
掲
、O

vercom
in

g In
digen

ou
s D

isadvan
tage: K

ey In
dicators 2005

（
13
）V

ictorian
 A

borigin
al E

du
cation

 A
ssociate In

c.

 
Yalca: A

 P
artn

ersh
ip in

 E
du

cation
 an

d T
ran

in
g for th

e N
ew

 M
illen

n
iu

m
. S

tate of V
ictoria. 2001

 
W

an
n

ik: L
earn

in
g T

ogeth
er- Jou

rn
ey to O

u
r F

u
tu

re. S
tate of V

ictoria. 2008

（
14
）
Ｔ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
タ
ミ
ル
人
の
出
自
を
も
ち
、
一
八
八
〇
年
ご
ろ
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
領
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
か
ら
移
住
し
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
医
学
部
に
在
籍
し
た
。
し
か
し
、
健
康
上
の
問
題
で
大

学
を
中
退
し
た
彼
は
、
Ｄ
・
マ
シ
ュ
ー
の
説
得
を
う
け
て
一
八
八
三
年
か
ら
マ
ロ
ガ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
住
み
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
閉
鎖
後
は
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
リ
ザ
ー
ブ
に
住
ん
だ
。

Ｔ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
そ
の
後
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
と
結
婚
し
、
一
九
四
二
年
に
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
に
暮
ら
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
はB

room
e 2005
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を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
B

R
O

O
M

E
, R

. A
borigin

al V
ictorian

s: A
 H

istory sin
ce 1800. N

S
W

: A
llen

 &
 U

n
w

in
. 2005

 
G

O
O

D
A

L
L

, H
., D

evleen
a, G

. an
d L

in
di, T. Ju

m
pin

g S
h

ip-skirtin
g E

m
pire: In

dian
s, A

borigin
es an

d A
u

stralian
s across T

h
e In

dian
 O

cean
, T

ran
sform

in
g C

u
ltu

res 

eJou
rn

al V
ol. 3  N

o. 1. 2008; pp57-59.

（
15
）
こ
の
法
の
正
式
名
はA

borigin
al L

an
d R

igh
ts

（N
orth

ern
 T

erritory

）A
ct

で
あ
る
。
一
九
七
六 

年
制
定
の
連
邦
法
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
（
北
部
準
州
）
法
」
で
は
、
従
来
の
リ
ザ
ー

ブ
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
二
三
カ
所
に
つ
い
て
先
住
民
の
譲
渡
不
可
能
な
永
代
共
同
保
有
権
を
認
め
、
こ
れ
を
一
九
八
〇
年
ま
で
に
先
住
民
集
団
の
代
表
機
関
に
与
え
て
い
る
。
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ン
ド

と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
永
代
共
同
保
有
権
に
も
と
づ
く
集
団
的
な
排
他
的
所
有
権
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総
面
積
は
北
部
準
州
全
土
の
お
よ
そ
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
。
こ
の
法
に
規
定
さ
れ
る
土
地
所
有
者
と
は
土
地
に
つ
い
て
精
神
的
な
帰
属
意
識
を
持
ち
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
土
地
の
全
域
に
渡
っ
て
遊
動
す
る
資
格
を
持
つ
者
で

あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
伝
統
」
に
関
し
て
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
ま
た
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
い
し
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
伝
承
、
儀
礼
、
慣
習
、
信
仰
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
根
幹
が
人
や
場
所
、
土
地
、
事
物
あ
る
い
は
親
族
関
係
の
な
か
で
機
能
し
て
い
る
も
の
と
定
義
さ
れ
る
。
従
っ
て
、R

igh
ts

の
中
に
は
こ
れ
ら
儀
礼
、
慣
習
、
信
仰
な
ど
が
含
ま
れ
る
。（
二
）

認
定
さ
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
永
続
性
、
す
な
わ
ち
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ン
ド
は
無
条
件
に
世
襲
地
と
し
て
保
有
さ
れ
る
財
産
で
あ
り
、
譲
渡
で
き
な
い
土
地
と
な
る
。（
三
）

新
設
機
関
と
し
て
集
団
的
所
有
権
を
保
持
す
る
機
関
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
財
団
の
設
置
（A

borigin
al L

an
d T

ru
st

）
と
伝
統
的
土
地
所
有
者
の
確
定
と
そ
れ
ら
の
調
停
の
た
め
の
ア
ボ
リ

ジ
ナ
ル
土
地
評
議
会
（A

borigin
al L

an
d C

ou
n

cil

）
が
設
置
さ
れ
た
。
後
者
の
土
地
評
議
会
に
は
中
部
土
地
評
議
会
（
一
九
七
八
）、
北
部
土
地
評
議
会
（
一
九
七
八
）、
テ
ィ
ー
ウ
ィ
土
地
評
議

会
（
一
九
七
八
）、ア
ニ
デ
ィ
リ
ヤ
ク
ワ
土
地
評
議
会
（
一
九
九
一
）
が
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
土
地
財
団
と
土
地
評
議
会
の
決
定
に
は
、伝
統
的
土
地
所
有
者
（
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
）

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
こ
の
法
に
は
（
四
）
鉱
山
開
発
や
（
五
）
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。

（
16
）
友
永
雄
吾
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
先
住
民
の
資
源
管
理
を
め
ぐ
る
歴
史
的
変
容
―
マ
レ
ー
河
流
域
の
先
住
民
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
先
住
民
運
動
を
事
例
に
―
」『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
』
第

二
四
号　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
会　

二
〇
一
一
年　

八
九
―
一
〇
四
頁

（
17
）
友
永
雄
吾
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
環
境
管
理
の
た
め
の
先
住
民
運
動
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
』
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
地
域
文
化
学
専
攻
（
未

公
刊
学
位
論
文
）、
二
〇
一
〇
年　

四
〇
―
四
七
頁

（
18
）H

elm
e, S., P

olesel, J. an
d N

ich
olas, T., K

oorie experien
ces of qu

alification
s path

w
ays in

 V
E

T
: O

bstacles or opportu
n

ities?. C
en

ter for P
ost-C

om
pu

lsory E
du

cation
 

an
d L

ifelon
g L

earn
in

g, T
h

e U
n

iversity of M
elbou

rn
e. 2005, 1 

（
19
）
た
だ
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
前
、
自
由
党
・
国
民
党
保
守
政
権
は
北
部
準
州
に
お
け
る
暴
力
が
は
び
こ
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を
改
善
す
る
た
め
の
政
策
を
実
施
し
、
そ
れ
は

「
強
制
的
な
介
入
」
と
し
て
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
か
ら
非
難
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
政
策
は
現
在
の
労
働
党
政
権
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。「
盗
ま
れ
た
世

代
」
へ
の
公
式
謝
罪
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
解
放
出
版
社
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
』N

O
.225

に
掲
載
し
た
「
一
語
に
込
め
ら
れ
た
重
み
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
へ
の
公
式
謝
罪
が
語
る
も
の
」

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。




